様式第１－３号（第５条関係）
	公社記入欄

	受付番号
	

	受 付 日
	

	受 付 者
	


　公益財団法人東京都中小企業振興公社　
　　　　理　　事　　長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所 在 地
名称
代表者　（役職）

（氏名）　　　　　　　　　　実印
　　　　平成30年度 製品改良・規格等適合化支援事業申請書
下記のとおり助成事業を実施したいので、別紙の書類を添えて、助成金の交付を申請します。
記
１　申請テーマ
	改良
	


	規格・認証
	


２　対象製品
	改良
	


	規格・認証
	


	　　　　　　　　　　　　円


３　助成金交付申請額　　
	　　　　　　　　　　　　


４　申請区分
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場


５　販路開拓先　　　　　　　　　
６　事業終了予定日　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
別紙
実　施　計　画

１　申請者の概要
	フリガナ
	
	代表者
	フリガナ
	

	名称
	
	
	氏名
	

	
	
	
	役職
	

	本店所在地
	〒　－

	都内登記
所在地
	〒　－
	※本店所在地が都外の場合のみ、記載してください。

	連絡先所在地
	〒　－

	ＴＥＬ
	
	URL
	

	連絡担当者
	フリガナ
	
	部署
（役職）
	

	
	氏名
	
	
	

	
	E-mail
	

	事業開始
	創業
	（西暦）　　年　  月　 日
	資本金
	
	円    

	
	法人設立
	（西暦）　　年　  月　 日
	
	（うち大企業からの出資
	円）

	役員数
	
	人（監査役を含む）
	従業員数
	
	人(うち正社員
	
	人)

	業種
	業種区分
	
	中分類
※募集要項P.14参照
	

	事業概要
	

	主要製品
	

	売上高
	円※添付書類の直近決算書
	

	主要取引先

（上位３位）
	１
	
	
	千円

	
	２
	
	
	千円

	
	３
	
	
	千円


２　事業の実施場所　　

助成事業が実施され、公社が検査等で本事業の成果物、購入物（機械装置含む）等が確認できる場所を記入してください。

なお、実施場所は、原則都内の自社施設（借り上げ可）に限ります。
	名称
	
	ＴＥＬ
	

	住所
	〒　-
	


３　東京都及び公社事業の利用状況

過去５年間における東京都及び公社事業の利用状況や受賞歴について該当するものがある場合、直近のものから順に記載してください。

	年度
	利用事業
	現状

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


４　補助金・助成金申請状況

本年９月１日（基準日）から過去５年間における補助金・助成金のうち、国・地方公共団体等（公社含む）から交付を受けた又は実施中及び申請中の補助・助成事業等について直近のものから順にすべて記載してください。

	年度
	申請先
	助成事業名
	申請テーマ
	助成金額（円）
	申請経費の重複
	本申請との併願
（同テーマ）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


５　役員・株主名簿

履歴事項全部証明書に記載されている全役員及び持ち株比率が７０％を超えるまでの全ての株主を持ち株比率が多い順に記載し、それぞれの方が該当する欄（役員・株主）に「○」を、役職等の欄に役員は「役職」、それ以外の方は「申請企業との関係又は職業」を記載してください。なお、行は必要に応じて追加していただいて構いません。
　２０１８年９月１日現在
	No.
	氏　名
	役　員
	株　主
	役　職　等
	持ち株数
	持ち株比率

	１
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	

	－
	その他の株主
	
	
	
	
	

	合計
	
	

	役員・株主名簿が「履歴事項全部証明書」又は「確定申告書 別表二」と異なる理由

	


　上記「役員・株主名簿」の中で、募集要項記載の大企業に該当する株主・役員がある場合は、その情報を以下に記載してください。
	
	企業名
	資本金額
	従業員数
	業種

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	

	５
	
	
	
	


６．　助成事業の計画
A.改良の計画
	（1） 申請内容

	申請テーマ

（20字以内）
	

	対象製品
	

	(1) 改良前製品の情報

	概要
	　試作品　　　　　既存製品　　　※どちらかに○を記入

	完成時期
	　　　　　　年　　　　　月　　　　　　※2018年8月以前の年月

	製品の概要

（200字以内）
	

	製品が抱える課題

（200字以内）
	

	単価
	

	販売実績

（200字以内）
	

	(2) 改良の計画概要（改良して目指すこと、狙い、目的）（400字以内）

	

	(3) 事業終了時の最終成果物

	最終成果物
	
	数量
	

	(4) 全体像の比較

	
	【　改良前製品の全体像　】
	【　改良後製品の全体像　】

	
	仕様・仕組み・システム・フロー等の改良前後の差異が分かるように記載してください

	構成（図による解説）
	
	

	処理　機能仕様　規格等
	
	

	
	
	


B.規格適合・認証取得の計画

	(1) 申請内容

	申請テーマ

(20字以内)
	

	対象製品
	※社内体制整備等対象製品がない場合は、「なし」と記入してください。



	規格適合・認証取得の計画概要（規格・認証取得を目指す狙い、意義、目的）（400字以内）

	

	(2) 規格・認証の内容及び認証機関に関する説明

	規格・認証の名称
	
	対象国・地域
	

	規格・認証の概要
	

	適用規格・認証
	

	試験・認証機関の名称
	

	認定、認証対象事業所
	※工場、事業所に対する認定、認証の場合、対象となる事業所を記入してください。(都外・国外含む)



C.達成目標
	(1) 達成目標【変更不可】※掲げた目標すべての達成を確認できない場合、助成金は交付されません。

	改　良
	番号
	【現　状】
	【達成目標】
	【提出物】

	
	
	※現状の機能・性能（達成目標に対する現状）について比較できるよう具体的に記入してください
	※本事業で目指す具体的な機能・性能について数値（数値目標）を使って記入してください
	※目標の達成を裏付ける客観的な確認書類を選んでください

裏付けとなる提出物すべてに●を記入してください

	
	1 
	
	
	
	仕様書
	
	図面

	
	
	
	
	
	設計書
	
	写真

	
	
	
	
	
	試験結果報告書
	
	ソースコード

	
	
	
	
	
	その他（　　　　　　　　　　）

	
	②
	
	
	
	仕様書
	
	図面

	
	
	
	
	
	設計書
	
	写真

	
	
	
	
	
	試験結果報告書
	
	ソースコード

	
	
	
	
	
	その他（　　　　　　　　　　）

	規格・認証
	番号
	【達成目標】
	【提出物】

	
	
	※適合・取得を目指す規格・認証を記入してください
	※目標の達成を裏付ける客観的な確認書類を選んでください

裏付けとなる提出物すべてに●を記入して
ください

	
	3 
	
	
	認定書・証明書
	
	技術文書

	
	
	
	
	適合宣言書
	
	試験結果報告書

	
	
	
	
	その他（　　　　　　　　　　）

	
	④
	
	
	認定書・証明書
	
	技術文書

	
	
	
	
	適合宣言書
	
	試験結果報告書

	
	
	
	
	その他（　　　　　　　　　　）

	(2) 達成目標の達成に向けた、具体的な課題とその解決方法（克服すべき技術的な課題等） 
※達成目標の番号に対応して記入してください

※ISO等の場合は、事前の準備や社内の体制等の課題を記入してください

	課題
	課題に対する解決方法

	改良
	1 
	
	

	
	2 
	
	

	規格・認証
	3 
	
	

	
	4 
	
	


D.　助成事業のフロー・スケジュール　
	【注意事項】
	【コピーして使用】

	1 具体的な作業項目、資金支出明細の番号を記入してください。

2 自社作業は○、委託作業は●を使い実線で結んでください。
	


事業終了予定日　　　　　年　　　月　　　日
	No. 
	作業項目
	資金支出明細の番号
	前期
	後期

	
	
	
	12～
2月
	3～

5月
	6～
 8月
	9～

11月
	12～
2月
	3～
5月
	6～
  8月

	(1) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(3) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(4) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(5) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(6) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(7) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(8) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(9) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(10) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	


7．優秀性

	（ア）競合他社との比較優位性（改良後の製品・技術の優位性、自社の強み、社会貢献、規格適合・認証取得によるメリット等）　（600字以内）

	

	（イ）アピールポイント（上記以外の特筆すべき点）　（600字以内）

	


８．実現性

	（ア）　事業実施の社内体制及び委託先との役割分担を図示　（社内外体制図）

	

	（イ）事業の主担当者

	氏名
	
	所属部署・役職
	

	経歴

能力
	

	（ウ）売上規模と助成事業規模の比較

	前年度売上高
	円
	助成事業規模
	円


９．成長・発展性

	（ア）　事業終了後の予定　

	狙いとする市場・顧客

（300字以内）
	

	市場投入時期
	　　　　 年　　  月頃

	販路開拓の手法

（製品・サービスの普及策・価格戦略等）

（300字以内）
	

	都内経済・地域等

への波及効果

（200字以内）
	


１０．産業財産権(特許権、実用新案権、意匠権、商標権)

	（ア）本事業に必要な産業財産権を出願又は保有している
	

	（イ）（ア）の権利はどのような権利か
	（公開番号または登録番号等　　　　　　　）

	（ウ）他者の産業財産権の使用に対して許諾を受ける予定か
	

	（エ）（ウ）の権利はどのような権利か
	（公開番号または登録番号等　　　　　　　）

	（オ）本助成事業の成果を産業財産権として出願する
	

	（カ）本事業遂行にあたっての法令遵守、環境配慮、安全性確保への取り組み　（200字以内）

	


１１．補足

	　専門用語の解説（本助成事業において解説が必要な用語がある場合は記入してください）

	



